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①小学校生活に適
応する。

②身の回りの事象へ
の関心を高める。

③自分の好きなこ
とを見つけて、
のびのびと活動
する。

低学年の

－自分の好きなこと、得意なこと、できることを増やし、様々な活動への 興味・関心を高めながら、意欲と自信を持って活動できるようにする－－自分の好きなこと、得意なこと、できることを増やし、様々な活動への 興味・関心を高めながら、意欲と自信を持って活動できるようにする－

好きなこといっぱい  できること  いっぱい　学校って楽しいな好きなこといっぱい  できること  いっぱい　学校って楽しいな

みんなのために働く経験を通して、働くことへの 
関心を高めましょう
きまりを守って、生活したり、遊んだりできるように 
しましょう

【例】●係　●日直　●清掃　●給食当番　●朝の会・帰りの会 
●異年齢集団活動　●飼育・栽培活動

生活科：自分自身や身近な人々、社会に対する関心を
高めながら、自立への基礎を養いましょう

【例】●学校たんけん　●まちたんけん　●お手伝い大作戦
●大きくなったぼく・わたし
●げんきにそだて－ぼく・わたしのやさい－
●ようこそあそびランドへ（幼稚園児・保育園児との交流）など

その他の教科：グループ活動など協同的な学習活動を
通して社会性を培いましょう／好きなことを見付け、
一生懸命取り組む姿勢をはぐくみましょう

活動する楽しさを体感させ、仲よく
助け合おうとする態度の基礎を培い
ましょう

【例】●縦割り行事　●学級集会 
●１年生を迎える会　●目標決め 
●学期末などでの振り返り

約束やきまりを守り、自分がやらなければ 
ならないことをしっかりと行うことができる
ようにしましょう

【学習指導要領上の関連深い内容項目の例】 
1-(2)、 2-(2)(3)(4)、 3-(1)、 4-(1)(2)(3)(4) など
【育てたい力の例】 
●よいと思うことや自分がやらなければならない勉
強や仕事は、しっかりと行い、素直にのびのびと
生活する
●友達と仲よくし、助け合う
●働くことのよさを感じて、みんなのために働く

日常生活 各教科

特別活動
道徳の時間

低学年の
キャリア教育

日常的な活動 教科・特別活動など
●「心のノート」の活用と
自分の歩みノート（ポートフォリオ）作り
●帰りの会での「きらきら見つけ」
　（友達のよいところを見付けよう）
●自分のよさを生かした係活動や
　当番活動、清掃活動
●異年齢集団活動
●飼育・栽培活動

［家庭や地域との連携］
●「ワクワーク大作戦」
　休日を利用して自分の仕事を見付けて
　取り組もう
●高齢者などとの交流

○学級活動「係を決めよう」
○生活科「野菜を育てよう」
◇地域運動会への参加
○「ワクワーク大作戦Ⅰ」
夏休み中に家でお手伝いをしよう

○学級活動「係の発表会をしよう」
○生活科「まちたんけん」
◇地域文化祭（音楽祭）への参加
○生活科「めざせ！お手伝い名人」

○「ワクワーク大作戦Ⅱ」
冬休み中に家でお手伝いをしよう

◇校内なわとび集会
○生活科「大きくなったぼく・わたし̶できる
ようになったよ̶」
○学級活動「もうすぐ３年生」

目標に向かって努力する態度の育成

活動内容 指導上の配慮事項
●学校探険をする
・施設の様子を見る　・学校にいる人々とかかわる
例）学校で働く人の仕事ウォッチング
例）あくしゅ大作戦…学校にいる人々と握手をして回る
例）インタビュー大作戦

○国語科等と関連させ、合科的な指導をすることが大切です
○「もの」だけでなく「人」にも目を向け、いろいろな人とかかわ
る楽しさを味わうことができるようにしましょう

●調べてきたことを発表し合う ○身の回りの仕事への興味を高め、多くの人々に支えてもらってい
ることに気付かせるようにしましょう
○それぞれの教職員の仕事の詳細を理解することがねらいではあり
ません
○学校で働く人に親しみを持って接することをねらって取り組みま
しょう

展開例2▶道徳の時間を要とした総合的な取組例（２年生）

保護者会での発言より

道徳の時間

6月
あきらめないで

10月
がんばっているね
わたしのしごと

2月
さいごまで

展開例1▶生活科（1年生）「学校たんけん」［学習指導要領上の「内容（1）」］

●豊かな体験活動との関連を図りながら、体験を振り返ることができるようにします
●各教科等との関連を図りながら、道徳の時間を積み重ねましょう

●学校全体で共通理解を図り、教職員から積極的に話しかけるなどの協力を得られるようにしておきましょう
●学級→学校→通学路→地域へと学びの対象や活動を広げていく大きな流れを意識して実践しましょうポイント ポイント

）2（-1　う行とりかっし、は事仕や強勉いならなばれけならやが分自●ねらい●学校にいる人々に関心を持ち、進んでかかわりながら楽しく遊びや生活ができるようにするねらい

）2（-1主題名

主題名 ）2（-1

）2（-1主題名うちのお父さんやお母さんがどんなお
仕事をしているのか聞きたくなったよ。

先生に「ありがとうございました」と言ったら、「よい言葉遣
いだね」と褒められたよ。明日もちゃんとあいさつをしよう。

学校にはいろいろな人がいて、僕たちの
ために働いてくれているんだな。

息子が夫に「パパは会社で何をしているの」と真剣に
聞いていました。夫もうれしそうに答えていました。
入学して間もないのに、とてもたくましく感じました。

はじめはいやだったけれど、草を取っ
ているうちに心がどんどんパワーアッ
プしてきました。ぼくは、最後まで頑
張って本当によかったと思いました。

−自分の好きなこと、得意なこと、できることを増やし、様々な　　活動への興味・関心を高めながら、意欲と自信を持って活動できるようにする−
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